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評価項目（中項目） 評価結果 

Ⅰ-１  理念・基本方針 評価：Ａ 

法人の理念・基本方針は年度当初の全体職員会議

での確認と、ホームページ・パンフレット等によ

る周知を図っている。 

Ⅰ-２  計画策定 評価：Ｂ 

事業所の課題や役割を基に、中・長期的な目標を

掲げ、計画を策定した。現状を分析し問題を明確

化することで、具体的な解決策を検討し実践して

いる。利用者や家族への分かりやすい説明に関し

ては不十分である。 

Ⅰ-３ 管理者の責任とリーダーシップ 評価：Ａ 

福祉サービスの質の向上に向け、課題があれば職

員を招集しミーティングを開催した。必要時は関

連機関へミーティング参加を依頼するよう助言を

行い、より良い実践につなげた。 

その他、業務の効率化とともに、職員の声を聞く

姿勢を持つなど、更なる働きやすい職場環境作り

にも取り組んだ。 

Ⅱ-１  経営状況の把握 評価：Ａ 

法人の経営状況については法人本部からの情報収

集や確認を行った。また、毎月開催している管理

職会議でも本部からの経営状況の報告を受け、法

人全体と事業所の状況把握に努めた。その他、現

状のニーズを把握する為、多面的に情報収集を行

った。今後はコスト分析、コスト意識を職員に周

知していくことが課題である。 

Ⅱ-２ 人材の確保・養成 評価：Ｂ 

法人では定期的に人材確保の取り組みが実施され

ている。職員のスキルアップの為、法人内研修の

参加や、より専門的な知識の向上のための事業所

内の勉強会も開催した。 



Ⅱ-３ 地域との交流と連携 評価：Ｂ 

地域ふれあい祭りや地域の祭りには参加したが、

感染防止の観点から、福祉運動会への参加はでき

なかった。地域とのケア会議等実施しネットワー

ク作りを行った。 

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス 評価：Ａ 

全職員が人権擁護、虐待防止に関するセルフチェ

ックを行い、その結果を基に日々の実践の振り返

りを行った。法人主催の虐待防止研修へも参加

し、人権擁護について考える機会となった。利用

者の思いを引き出すコミュニケーションの方法、

利用者の様々な思いを実現していく等については

今後の課題である。 

Ⅲ-２ サービスの質の確保 評価：Ｂ 

支援記録システムを活用し、利用者の日々の状況

の共有を行った。その他、支援員会議・ケース会

議等で情報や今後の取り組みを共有し、支援の統

一化をすることで質の向上を図った。 

Ⅲ-３ サービスの開始・継続 評価：Ａ 

サービス開始時には契約書、重要事項説明書等の

資料を提示し、分かりやすく丁寧な説明を行っ

た。また、ホームページ・パンフレット等でも法

人及び事業所の概要を掲載している。サービス内

容についても分かりやすく丁寧な説明を行った。 

Ⅳ-１ 利用者に応じた個別支援 

プログラム 

評価：Ｂ 

定期のモニタリングや本人・ご家族の意向の聞き

取りを基に個別支援計画を策定し、説明したうえ

で承諾を得ている。ご家族とは電話等により情報

共有を行った。 

Ⅳ-２ 日常生活支援サービス 評価：Ｂ 

昼食希望者には管理栄養士が栄養バランスに配慮

した献立の食事を提供している。献立については

利用者の方には事前にお知らせしている。 

Ⅴ-１ 生活環境の整備 日中活動事業所のため、非該当。 

Ⅵ-１ 緊急時の対応 評価：Ｂ 

法人で災害時ＢＣＰ、感染症対応ＢＣＰが策定さ

れ、有事の際は各ＢＣＰに沿って行動できるよう

整備された。有事に際に迅速に対応できるよう、

年１回の避難訓練を実施した。 

Ⅶ-１ 就労意欲の醸成 評価：Ａ 

安定して作業が出来るよう、配置等を考慮した。

また、労働成果が見える取り組みも行い、労働意

欲の向上に取り組んだ。衛生管理を重点課題とし

て品質管理にも取り組んだ。 

一般就労を希望されている方も多いため、関係機

関と連携を図り利用者への情報提供を行う事が課

題である。 

＊着眼点の項目等を参考に、具体的な実施（達成）の状況や、未実施の場合はその理由など 

評価における根拠とともに、今後の改善計画（方針）なども記載してください。 



＊Ⅶ-１ 就労意欲の醸成」欄は、授産施設のみが該当します。 


